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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、発達障害児の母親のレジリエンスとその影響要因を明らかにし、
レジリエンスを育むメンタルヘルスケアプログラムを作成することである。平成26年は、面接調査を実施。育児
中の母親の葛藤と対処プロセスを分析し、８つのレジリエンスを明らかにした。平成27年は、オランダ視察（親
の会、コーディネート団体、小学校、職業訓練校など）を行った。平成28年は、６月に支援者対象の「オランダ
の子育てについて」の研修会を実施し、メンタルヘルスプログラムへの協力者を得て、平成29年1月～3月（月１
回）託児つきの研修会とグループワークから構成されるメンタルヘルスケアプログラムを企画し、実施した。

研究成果の概要（英文）：　This research aims at bringing to light factors involved in resilience 
building among mothers of developmentally challenged children and at creating a mental health care 
program to foster resilience. In 2014, interview surveys were conducted and the conflicting feelings
 and coping processes of childrearing mothers were analyzed. Eight types of resilience were found. 
In 2015, a visit to Holland was undertaken to observe parent associations, project groups, 
elementary schools and vocational training schools. In June of 2016, a workshop “Childrearing in 
Holland” was held for supporters of this project and collaborators were obtained. From January to 
March of 2017 (once a month), a mental health care program involving group work and workshops 
including children was planned and put into effect.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

(1)平成 17年 4月の発達障害者支援法の施行

により、発達障害児の早期発見・早期支援や、

学校教育での支援体制の整備、また就労支援

などの充実が図られることになり、家族支援

も重要な対策をとなった。ペアレントトレー

ニングなど教育するプログラムや親の会を

通した仲間づくりの機会が提供されるよう

になってきた。 

(2)一方、早期発見の功罪として、障害の軽

症化や消失といった過剰な期待により、親は

焦り、落ち込み、傷ついている現状①など発

達障害の子をもつ母親の育児ストレスは高

く，障害を受容する連帯感が生まれる一方で，

お互いの状況を比較し，差異を実感すること

で，孤独感を助長する事態も生じていた②。 

(3)母親への支援は、外部支援も重要である

が、母親自身が困難な養育環境で生じるさま

ざまな葛藤を柔軟に対応する力であるレジ

リエンスを育むことが、母親の健やかなメン

タルヘルスには不可欠であると考えた。常に

母親は子どもと共に養育者として対象化さ

れ③、母親個人を包括的にとらえた研究は少

ないため、本研究では母親に焦点をあてた。 

 
２．研究の目的 

(1)平成 25・26 年度 母親面接調査 

①母親の社会的役割という側面から、役割遂

行時に生じる葛藤や対処するプロセスにつ

いて明らかにする。 

②対処プロセスの中で、形成されていく母 

親のレジリエンスを明らかにし、影響要因に

ついて考察する。 

(2)平成 26 年度 オランダ視察 

①オランダにおける発達障害児・母親の支 

援体制について施設を視察することにより、 

日本における母親支援プログラムの検討に

活用する。 

(3)平成 27・28 年度（プログラム実施） 

①発達障害児の母親のレジリエンスに焦点

をあてたメンタルヘルスケアプログラムを

作成し、実施、評価する。 

 
３．研究の方法 

(1)平成 25・26 年度 母親面接調査 

①用語の定義：レジリエンスとは、通常「跳 

ね返す力」と訳される場合が多い。本研究で

は、「人が逆境に見舞われ、エネルギーを消

耗した後も、それを再び取り戻すことのでき

る能力。しっかり生きることによって成長し

ていく能力を意味する」④と捉える 

②研究対象：Ａ市内の中学校でタイムケアを

利用する発達障害者の母親、または発達障害

児（者）親の会の会員に、研究の目的・方法

を説明し、承諾の得られた 9名。発達障害者

の母親への面接にしたのは、客観的に幼少期

の事を振り返ってもらうためである。 

③研究期間：平成 26 年 5 月 26 日～平成 27

年 3月 31 日 

④研究方法：半構成的質問紙を用いた面接調

査。面接場所は、個室でプライバシーの守れ

る場所で、面接時間は１人約１時間から１時

間半とした。面接開始時に、再度研究の目的、

方法について説明し、同意を得た。面接内容

は、対象者の許可を得てメモと IC レコーダ

ーへの録音を行った。面接内容は、基本属性

（年齢、家族構成、発達障害をもつ子供の生

育歴）、日常生活での葛藤と対処のプロセス、

母親の役割機能（母、妻、嫁、娘など）母親

の役割機能の遂行状況と葛藤、葛藤への対処

について尋ねた。 

⑤分析方法：面接内容を逐語録にし、木下ら

による M-GTA（修正版グランデットセオリー）

を用いて分析した。 

⑥倫理的配慮:研究協力施設・団体に対して，

研究の目的・方法について十分説明し，同意



を得た。対象者には、面接開始時に再度文書

と口頭により、研究の目的・方法について十

分に説明し同意を得て開始した。研究への参

加は任意であり、参加しなくても不利益は被

らないこと、同意した後も、撤回できること、

個人情報の保護に努めること、面接中・後の

心理的サポートに努めること、研究成果は、

個人情報の保護を厳守して、公表すること、

費用負担はないこと、メンタルヘルス維持・

促進のためのプログラム作成の基礎的研究

となること等を説明し、久留米大学倫理委員

会において，審査を受け承認後、調査を開始

した。 

(2)平成 26 年度  オランダ視察 

期間：平成 27 年 2月 14 日～2月 21 日 

視察場所：ハーグ市を拠点に視察。初等学校

（De Regenboog）、発達障害児保護者団体 

(Balans),特別支援学校(De Bonte Vlinder)、

現場訓練校(De Einder)、児童精神病院、就

労施設カフェ、アトリエ (GGZ Central 

Ermelo)、障害者支援団体 MEE、教育・労働・

住施設(Cello)を訪問した。初等学校、Cello

では実際に通学している発達障害児の母親

にインタビューする機会を得た。通訳とコー

ディネートは、オランダ在住の社会教育学者

であるリヒテルズ直子氏に依頼した。 

 

(3)平成 27・28 年度（プログラム実施） 

母親の面接調査、オランダ視察の結果をも

とに、母親のメンタルヘルスケアプログラム

の作成と実施、評価を行った。作成にあたっ

ては、支援者の意見も反映させるために、地

域の子育て支援に関心がある協力者を募る

ため、講演会とオランダ視察報告会を開催し

た。 

① 講演「自律と共生を学ぶオランダの教育」 

講師：リヒテルズ直子氏（オランダ在住教

育・社会研究家）、舞弓京子「オランダにお

ける発達障害の子どもをもつ母親への支援」

を報告。 

日時：平成 28 年 6月 15 日 18:00～20:00 

場所：久留米大学医学部看護学科 

② メンタルヘルスケアプログラムを作成 

 講演会の参加者から協力者を募り、多職種

からなるプロジェクトチーム Tunagu を結成

した。学習会を重ね、プログラムを作成した。 

作成にあたり、公文眞由美氏（福岡県発達障

害者センターあおぞらセンター長）に、スー

パーヴァイズを依頼した。 

プログラムは、面接調査、オランダ視察 

の結果から３つのコンセプトで構成した。 

テーマ「語って・わかって・つながろう」 

a.語る：母親自身が育児に関する思いや体験

を語ることにより、他者との思いを共有し、

安心、喜びの体験となると考えた。 

b.わかる：１つのテーマについて学習し、具

体的に活用できるようになる。各回テーマを

決め、専門家を招聘し講義の後にグループワ

ークを行い、活用できるようになるレベルま

で考える。 

c.つながる：毎月１回の３回シリーズで実施

した。スタッフや母親同士の関係性ができる

と考えた。ニュースレター作成や、前の回で

学習したことの活用状況についてアンケー

ト調査を行った。 

 また、母親にくつろいで、集中して参加し

てもらうために、託児を同時に行った。託児

は保育士、看護師、心理学科学生、看護学科

学生のボランティアで実施した。 

③ メンタルヘルスケアプログラムの実施 

場所：久留米シティプラザ 大会議室 

実施：毎月１回、１つのテーマを設定する。 

オリエンテーション 5分、講演 45 分、休憩

10 分、グループワーク 60 分（発表、アンケ

ート含む）の 2時間のプログラムである。グ

ループでは、精神看護でファシリテーター経

験者を、ファシリテーターとして置き、グル

ープワークをすすめた。意見や質問等は、グ



ループでホワイトシートに書きこみ発表し

た。和やかな雰囲気作りにカフェを設置した。 

a. 第１回 「行動から読みとろう」 

日時：平成 29 年１月 21日（土）9:50～12:50 

講師：日野久美子氏（佐賀大学大学院学校教

育研究科 教授）言葉によるコミュニケ―シ

ョンではなく、行動を読み取ることでメッセ

ージを理解することを学習した。 

b. 第２回 「遊び方を工夫する」 

日時：平成 29 年 2月 11 日（土）9:50～12:50 

講師：林智香子氏（こぐま学園児童発達支援

センターゆう 園長）子どもと実際に遊ぶ演

習も含めた。また父親参加も行った。 

c. 第３回 「関わりを考えよう」 

日時：平成 29 年 3月 11 日（土）9:50～12:50 

講師：公文真由美（福岡県発達障害者支援セ

ンターあおぞら センター長）コミュニケ―

ションと一緒に、生活リズムを作ることに重

点を置き講義を依頼した。 

 
４．研究成果 

(1)平成 25・26 年度 母親面接調査 

①対象：母親の年齢は 40 代 5名、50 代 4名。

子の年齢は 16.1±2.7 歳。性別は全員男子。

診断はアスペルガー障害 4名、広汎性発達障

害 3名、自閉症 1名、ADHD1 名であった。 

②発達障害をもつ子の母親のレジリエンス 

母親が子育てするプロセスにおいて、「子の

１番の理解者」と考え、「一人で多重な役割

を奮闘」しながら、「子を守るために闘う」

毎日であった。しかし、「予測不可能な事態

への対応」を求められることが多く、理解の

ない他者や医療者、協力しない家族など「周

囲への怒り」を感じている。「子の将来への

不安」に対し、「話しを聴いてもらえる安堵」 

や「障害の壁を取り除く」ことが、８つのレ

ジリエンスとして捉えた。なお、対象人数が

少ないことや、カテゴリーの表現について今

後も検討していく予定である。 

 

(2)平成 26 年度  オランダ視察 

視察した結果、ワークライフバランス先進国

であるオランダと日本との相違点について

以下に述べる。 

① 育児時間の確保と支援者確保が可能：オ 

ランダは、就業時間が子どもの成長にあわせ

て選択でき、パートタイム労働がフルタイム

労働と同じ条件で就労できること、ワークシ

ェアリングが発達しており、家庭における育

児時間を確保することが重視されている。就

業時間は午後３時で終わる所も多く、その後

は家事や別の仕事、ボランティア活動に使う

というライフスタイルが多くの国民の間に

浸透している。そのため、仕事と育児の両立

はもとより、ボランティアの協力を得ること

ができる体制が整っている。 

② 子どもの成長にあわせた選択が可能：オ 

ランダは、公立私立を合わせ、さまざまな特

色をもつ学校が存在している。子の能力にあ

った学校を自由に選択でき、また進度（留年）

を選択することも可能である。画一的授業で

はなく、子ども個々の能力に応じた指導が実

施されている。子の学力に関する記録はデー

ター化され、親は専門教員と話し合い、検討

が行われている。 

③ 親の主体性を尊重したネットワークの構 

築：日本では、母親が役所や施設、医療機関

を周り、社会資源を求めて相談していくシス

テムである。しかし、オランダは母親が求め

る支援を申請することにより、連携機関が把

握し、サービスの提供が行われる。親自身の

人生を楽しむよう託児やベビーシッター制

度も充実しており、親と支援者との連絡・相

談には、ＩＴ活用が行われていた。 

 

(3)平成 27・28 年度（プログラム実施） 



 各回のアンケート結果を以下に述べる。 

参加状況：第１回 18 名、第 2回 15 名（悪天

候）、第 3 回 21 名。3 回連続参加 9 名、2 回

参加 9名、1回のみの参加 11 名であった。 

講義内容：「重点を短時間でまとめわかりや

すかった」「原点に戻れた」「障害はない子の

育児にも共通する」「自立の促し方がわかっ

た」「遊ぶことの大切さがわかった」等 

グループワーク：「自分だけではないとわか

り気が楽になった」「講義でわからない所が

具体的に聴けた」「自分の場合どうすればよ

いか確認できた」「意見交換できて参考にな

った」等 

託児：「託児ありの講演会は大変助かった。」 

 ３回シリーズのプログラムで、スタッフと

母親との関係構築ができたことも重要であ

った。また託児を行うことにより、子の様子

がわかり、母親の悩みなどが理解できる機会

がもてた。今後、開催時期（インフルエンザ

の流行・雪などの悪天候）、父親参加や託児

担当者の人数確保などの検討を行い、母親の

ストレスマネジメントなどの心理教育を開

催していく予定である。 
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